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1. マルチレベル特徴集約 (前の 3 層を連結して，FC 層に入
力)[2]の有無　
2. Million Song Dataset[2]で学習させた SampleCNNを利用
し，音楽アーティスト分類のデータセットで再学習を行う．
3. 活性化関数の変更
4. Basic, SE, Res-2, ReSE-2ブロック [2]の利用
5. 入力セグメント数の変更
図 1 SampleCNNのネットワークと各ブロックの構造 [3]
3 計算機シミュレーション













ブロック 　マルチレベル 転移学習 計算時間 (s) 活性化関数 入力セグメント数 正解率 (%)
ReSE-2 sigmoid 10 40.0
ReSE-2 〇 1218 sigmoid 10 42.7
ReSE-2 〇 〇 2859 sigmoid 10 36.7
ReSE-2 〇 softmax 10 39.6
Basic 〇 sigmoid 10 36.1
SE 〇 sigmoid 10 35.7
Res-2 〇 sigmoid 10 42.7
表 2 入力セグメント数変更時の精度 (Res-2, マルチレベル, sigmoid)
入力セグメント数 (秒数) 訓練データ数 正解率 (%)
10 (37s) 692 42.7
20 (74s) 684 47.7
30 (111s) 670 51.7
40 (148s) 622 53.6
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